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概要 

 メタアナリシスや、本稿で紹介するIndirect and mixed treatment comparisons（I&MTCs）

は、RCT等のエビデンスレベルが高い複数の既存試験の報告を収集し、併合解析を行う。単

独の研究で有効であっても、被験者集団や治療条件が限られるため、異なる被験者集団で

再現できるとは限らないが、複数の研究を収集し併合解析することで、より広い範囲では

どうか、試験間で効果が類似しているか、再現性があるか等を検討でき、一般化可能性を

議論できる[1]。さらに、研究間変動を解析モデルに考慮することで、患者層や治療条件が

異なる研究間の再現性も検討することができる。しかし、研究によって測定時点が異なる

ことも多い点が懸念されており、近年、複数時点の評価に拡張した解析方法が提案される

ようになった[2, 3]。 

一方、統計学の研究では、モデルのデータへのあてはまりや各時点の推定値への関心が

高いが、収集する試験が限られる場合、異質性が高い場合など、経験的な推定を正確に行

うことが必ずしも真の効果の比較に繋がるとは限らない。また、一般化を議論する場合は、

それぞれの時点の比較にとどまらず、全体を俯瞰した治療の実力差まで検討する必要があ

ると考えた。 

理論的な仮定をモデルに考慮することでこういった点に対応できるのではないかと考え、

解析方法の構築に取り組んでいる。本稿では、速度論をベイズ階層モデルに応用したBEST 

ITP-Model （ Bayesian evidence synthesis techniques Integrated two-component 

prediction model）について調査したため紹介する[3, 4]。 
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